
【参考資料】抗インフルエンザ薬の推奨フロー

八尾市立病院 抗菌薬適正使用支援チーム

内服の可否

重度腎機能障害（透析含む）
妊婦/授乳婦

腸管吸収障害の有無

左記以外

腸管吸収障害の有無

あり

吸入の可否

あり

吸入の可否

可能

【吸入】
イナビル単回
（ﾗﾆﾅﾐﾋﾞﾙ）

不可能

【点滴静注】
ラピアクタ注射＊

（ﾍﾟﾗﾐﾋﾞﾙ）

＊
腎機能の低下に応じ

投与量の調節要

なし

【吸入】
イナビル単回
（ﾗﾆﾅﾐﾋﾞﾙ）
【内服】
オセルタミビル＊

（カプセル/DS）

＊
腎機能の低下に応じ

投与量の調節要

可能

【吸入】
イナビル単回
（ﾗﾆﾅﾐﾋﾞﾙ）

不可能

【点滴静注】
ラピアクタ注射
（ﾍﾟﾗﾐﾋﾞﾙ）

なし

1
st

【内服】
オセルタミビル
（カプセル/DS）
2nd

【内服】
ゾフルーザ
（ﾊﾞﾛｷｻﾋﾞﾙ･錠）

可能 不可能

【吸入】
イナビル単回
（ﾗﾆﾅﾐﾋﾞﾙ）

重症患者

成人の場合

【点滴静注】
ラピアクタ注射
（ﾍﾟﾗﾐﾋﾞﾙ）

特に状態等に問題がない場合は、当院ではオセルタミビルを第一選択とします。 令和元年12月


